









16 seiki kara 17 seiki made no iesuzukai no
nihon no budda kan





まず、ジェームズ ・バスキン ド先生にお礼 を申 し上げたいのであ ります。わ
ざわざ今回の学会へ招待 してくれて誠 にあ りが とうございます。
本論に入 る前に1つ 指摘 したいことがあ ります。それは私の発表 の題 に関 し
て、誤解 を招き易い翻訳の問題か ら来ることですが、もともとフランス語で、
BuddhaJ6suitesと 言い出 してい るとい うのは、イエズス会 の神父様達が見た仏
陀のことであ ります。 とい うのは、イエズス会の宣教師にとって異端の宗教た
る仏教で崇拝 している仏陀をどのように書簡や報告書の中で表現 していたのか、
又、 ヨーロッパの国々へどのように伝 えていたのか とい う問題 であ ります。勿
論、異端者たる仏教の ことを述べた時に客観的に見ていたとは考えられませ ん。
多々、曲解 して伝えていた と考え られますので宣教師達の言っていることは資
料 として当てにな らないと考えがちなのかもしれませんが、必ず しもそ うでは
な く、実は現実 を的確 に捉えている部分 もあることを指摘 したい と思ってお り
ます。それは特に阿弥陀信仰 に関す るところであ ります。又、ここで扱ってい
る資料 は主 として16か ら17世 紀の終わ りごろまでであることも前置 きしてお
きます。
全体的なことを言 えば、今、研究 しているのは、例 えば、外来思想、外来の
ものが 目本に来て、どうい うふ うに受容 され、受け入れ られて、どのように日
本人が反応 しているか とい うことを研 究することにより、 日本の宗教や思想が
もっ とはっきりわかると思っていますので、今の ところ、鎌倉時代や江戸初期
を特 に注 目してお り、一貫性のある研 究を目指 しています。フランスでアナー
ル学派の代表者たるジャック ・ル ・ゴフ教授 の講義をかな り長 く聞き、そのゼ
ミナールに参加 して得たメソッ ドから、 日本の歴史を長期的に見ることによっ
て理解を広 げ、深めることに興味を持っています し、そ うい うよ うな研究の手
法を実行 しています。狭い意味での専門か ら外れていることにあま りびっくり
しないで くだ さいます ようにお願 い申し上げます。
自分の研究で中世の末 と江戸時代の初期に手 を入れかけたときに、1つ 気が
ついた ことは、キリシタンの時代には、 日本側では仏教の僧侶たちは仏教の復
興運動 を起 こした ことです。例 えば鈴木正三(す ずき しょうさん,1579-1655)
とか雪窗宗崔(せ っそ うそ うさい,1589-1649)と い う17世 紀 の前半の人たちが
書いたものを読んでみれば、一応2人 とも禅宗の僧であるといってお り、鈴木
正 三は 、一応 、曹洞 宗 に属 してい る と自分 で も名乗 って います が、道 元
79
Fr6d6ricGIRARD
(1200-1253)の 思想 とは場合によって、かな り逆のことを言 っています。例えば、
「自己を忘れる」 とい う有名 な道元の言い回 しの代わ りに、 「自己を堅 く守ろ
う」 とか、そ うい う言い回 しを流行 させま した し、また 『仁王禅』 とい う密教
の匂いが強 くす る動的な禅の方法 も行います し、また念仏 を禅 の中に取 り入れ
ます。即ち、鈴木正三の場合、当時の明時代の外来仏教が、禅 と念仏 を一緒に
していた ことに基づいていただけのことではないと思われ ます。む しろ政治的
な理由が もともとあったのではないか と憶測 されます。ただし、彼の半弟子、
半堂僧 の雪窗の場合 には、事情が違います。鈴木正三は三河の人で、雪窗は九
州の人です。雪窗は、やは り黄檗宗や全真教 とい う習合宗教の影響をかな り受
けていることから、彼の仏教復興運動 とい うのは、三教一致に基づく見方です。
また仏教の教理 と修行の汎論の性格 を帯びている 『大乗起信論』 をもとに した
とい うのは、 『大乗起信論』は時代によって、例 えば奈良時代や鎌倉時代、江
戸初期 と明治時代(原 坦山が東京大学で東洋哲学の講義を開いた折か ら)に は、
仏教の宗派 に共通な教義を求めれば、 『大乗起信論』が受け入れやすく考えら
れていたのではないかと思います。
まず、イエズス会側の理解によれば、仏教、 日本宗教を どの ように描写され
てい るのかを見るのに、一番いい ものとして、 「山口討論」(1552)と い うコス
メ ・デ ・トル レース(CosmedeTorres,1510-1570)と い うスペイ ン人のイエズス
会の宣教師 と日本人のお坊 さん達 との間の論争が残っています。それを見ます
と、キ リシタン と日本の僧侶たちの論争の中で、本当にお互いに、まだ相手の
宗教的な主張な どを知 らないで、率直にそれ を発見 し、何に関心があったかが
見 られます。本当の質問があって、本当の答 えがあったと思われますので私が
それを重視 している理 由です。
「山口討論」以降にな ります と、宗論 の大部分は、お互いに頭の中に政治的
な配慮が入 ってきて、自発性がなくなり、思想的にはつま らなくなると思いま
すが、 「山 口討論」のときに、コスメ ・デ ・トル レースが書いてい ることは、
宗派 として 日本にはまず釈迦を本尊にして、法華宗があると。その次に、阿弥
陀を本尊 とした信仰 がある とい うのです。それは別に浄土宗 とは言わないで、
阿弥陀信仰みたいなもの と言っています。その次に、 日月、お 日様 とお月様 を
崇拝 している信仰 と、それから禅宗があるとい う、そ うい う分類 を行っていま
すが、法華宗の場合には、釈迦はただの人間であることを重視 しています。阿
弥陀信仰の場合には、流れは2つ ありま して、阿弥陀信仰 しか崇拝 しない人た
ちは、一向宗で、それで もう1種 類は、何の名前も言っていないのであ ります
けれ ども、明 らかに法然を創始者 としている浄土宗 と推測できます。禅宗の場
合 には、また2種 類があって、何でも全部拒否 している宗派 と、それで霊魂は
不滅だとい う宗派 と2つ 区別 しているのであ ります。そ うい う日本宗教の一番
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初めの分析 は、その後の時代の宣教師のものを読んで も、雪窗の時代 までは、
ほ とん ど動いていない ことがみられ ます。
日本の宗教を非常によくまとめて述べ、 ヨー ロッパでよく読まれたのはアタ
テナシウス ・キル ヒャー(AthanasiusKircher)と い うドイツ人のイエズス会 の神
父で、彼は1601年 に生まれて、1680年 に亡 くなっています。彼は博学者で、数
学や 自然物理学など多 くの言語 も知っていま した。今、この問題に しているこ
との背景 として、彼の時代 には、少 しずついろんな宗教、特 にエジプ トとギリ
シャとラテンの宗教の習合宗教に関心があった時代で、すべての宗教はエ ジプ
トか ら来ているとい う考え方が流布 していま した。彼 はそ うい う方向で、自分
の思索、世界中の宗教に関するイエズス会の宣教師の通信を読み、体系的に自
分の分析を時代の考 え方にあわせま した。
エジプ トが宗教学の 中心であるとい う当時の流れの例を挙げれば、1525年 に
イシス信仰熱の中で、イタ リアの トリノでイシスの銅盤が発見 されましたが、
これは明 らかな偽作で した。
また、 ピエロ ・ファレリアノウ(PieroValeriano)と い う16世紀の学者は、 ヒ
エログ リフに関心を持ち、研εro8り助'cαを1556年 に出版 しま した。
キル ヒャーはイシスの銅盤 とい うのは、新プ ラ トン派的な解釈に基づいてイ
シス とい う本尊のもとに、エジプ トの神々をエジプ トの宗教、ギリシャの宗教、
キ リス ト教、 ヨー ロッパの現地宗教 を総合的に、体系的に描いて分析 した銅盤
であ りますが彼の解釈はその後、 ヨーロッパでは支配的な解釈 になってきたこ
とは注 目に値 します。
キル ヒャーは次の3点 を元にして体系を創 ります。
1)イ シス信仰イシスには、キ リス ト教では聖マ リアが当たるとか、あるいは
ギ リシャ、ローマ神話ではそのイシスがアテナかアルテ ミスかデメテルに当
たるとかい うような考え方から、宗教上の人物がエジプ ト、ギリシャ、ロー
マ、現地宗教、キ リス ト教 とい う宗教で どうい うふ うに同一視 されてい るか
とい う点
2)表 象の使用、例 えばヘルメースという神には錫杖があるとい う点
3)文 字、仏教の密教の種字に近 く、 ヒエログリフが特定の神に当て られる点
そ うい う3つ の ことが1つ の神に並べ られているのであ ります。その考え方
に基づいて、彼は全世界の宗教 に、そのイシスの銅盤 を考えようとしま した。
それですべての宗教はエジプ トか ら来ている と主張 しまして、 日本 の宗教に関





その本の中で、例 えば、阿弥陀 とい うのは、ホ リュス(Horus)に 当たる神で、
あるいはそのホ リュス とい うのは、別な神の名前でも知られているのですが、
ハルポクラー ト(Harpocrate)と い う神 に当たるとも言います。そ してまた 日本の
宗教を描写 して、まずは 日本の宗教 とい うのは、中国か ら来ている と。ですか
ら地域的には、 日本の宗教は中国から輸入 された ものです けども、中国から来
たものがイン ドか ら来ていて、イン ドから来たものがエジプ トか ら来てい ると。
そ うすれば、 日本に見 られ るものが必ずエジプ トに、それ に当たる神があるは
ずだ とい う、非常に明解 な、本 当の宗教学を始めた人 と思われます。そ して中




だ とい うふ うに見ているのであ ります。彼 の描写は本当に少 し、いろいろ混同
しているのですが、禅宗の中に神を崇拝 しているとも言 うんですけれ ども、そ
れはどうい うことなのかわか りません。2番 目の宗派は、阿弥陀信仰で分析 し、
それがピタゴラス派に当たると言 うのです。そ して、3番 目は、また法華宗 と
い う宗派であって、これは明 らかに天台宗ではなくて、ここでは 日蓮宗のこと
を言ってお りま して、それでその法華宗の中に弘法大師も入れていますので、
明 らかに間違いですが、弘法大師 と修験道 を一緒 にしていて、非常に残酷な宗
教 とい うふ うに定義 し、僧兵でもあるし、いけにえを行っている人物たちだ と
言 うのです。それで阿弥陀の ことを言っているうちに、阿弥陀は女性 と男性の
両方があるといいつつ、主として女性 として扱 ってい ると言 うのです。
今、例 としてここに、図で一番初めに3つ の阿弥陀の例 を挙げているのをご
覧に入れます。やは りハルポクラー トとい うオフィスに混 同されています。私
がここで載せたのが、マ ドリー ドの近 くの王家の離宮のエル ・エスコ リアール
の図書館で とったもので、非常にきれいだ と思って、一番 きれいなものとして
載せま したが、一番初めのもの(図1)は 、やは り阿弥陀で、当時、太陽の神 と
されていま して、それで蓮の上に座 っていて、それを祈る信者が下に描かれて
います。おそ らくよくわか りませんけれ ども、阿弥陀の極楽は南海 とい うふ う
に位置づ けられたので、海の中にロータスが出るとい うのを描いたのではない
か と思います。2番 目(図2)は 、おそらく阿弥陀と、阿弥陀の信者を混同 して
描いたのではないか と思いますが、また着物は少 し特殊で、半分 日本の美濃風、
半分 中国風ですが、何だかよくわか りません。バスキン ドさんはモンゴル人の
ような格好をした阿弥陀ではないか と言っていますが、それ に、阿弥陀にはブ
フィギャー とい う神様 とも混 同されていて(図3)、100の 手を持っているとい
うふ うに。100で も、10で も、6つ でも、4つ でもとい うように、数字はどち
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らでも構わない と言っています。そ して3番 目には、 このような格好 の阿弥陀
仏が出てくるのです。
このよ うな宗教の見方は、ちょうど雪窗の1648年 に書いた 『封治邪宗論』と
い うキリシタンを論破 した書物の中にある宗派の分類がちょうどぴった り合い
ま して、おそ らく雪窗は江戸城 でイエズス会の通信の翻訳を見て、自分のキ リ
シタンの論破 したものを書いたのではないか とは思われますが、彼の書物の中
に、やは り 『大乗起信論』の術語 とか全真教の言葉の術語がた くさん出ていま
す し、霊魂不滅論 の説 もかな り出ているのです。徳川、特に家綱の時代に、徳
川家の中に1651年 かの 『松平開運録』 とか、17世 紀半ば頃の 『東照宮御遺訓』
とい う書物の中に、 どうして徳川家が政権 をとれたか とい うと、徳川家康の顧
問だった存応 とい う浄土宗のお坊 さんが、権力 とい うのは阿弥陀如来の剣 をも
らうと得 られる、徳川家の政権はそれであるとい う説明が出て くるんです。そ
れで、その文献は、大桑斉先生が最近活字にしてくれま したので、それを細か
く見れば17世 紀の宗教史がかな り解 り、我々の徳川時代の宗教史がかな り変わ
ってくるのではないか と思います。
やは り徳川家は浄土宗を本宗派 としていま して、鈴木正三のよ うな人物が天
草へ行 く前に、まず江戸城へ行 くのであります。ですから江戸城へ行ってから






けでは説明できない と思います。それで来世のことを仏教側で主張す るよ うに
なったのも、キリシタンに対 しての反応ではないかとい う仮説を私は立てよう
と思っています。
例 として渡 したAに 関しては、私は特別 に詳 しい研究をしたわけではないの
ですが、ただ言いたいのは、図の第2と か第3に あるものを見れ ば、みんなヨ
ーロッパで作 られた図像で、例えば阿弥陀は太陽の神 とか或いは永遠の仏だと
かに描 かれています。









Jacques)の1683年 のもので、それが都、京都 の大仏 とされていて、明 らかに三
十三問堂であ ります。ですから三十三間堂の方広寺には2人 の力士とか狛犬が
ありますので、同 じ物を描 くように注文を受けた ヨー ロッパの絵師には理解で
きなかったものと思われる例です。明らかに観音 と阿弥陀が混同 されていて、
そ して両方 とも女性 とい うふ うに述べ られていることが言いたかったのであ り
ます。当時は、浄土宗は国家宗教であ りま したので、イエズス会側か らもそ う
い う阿弥陀仏ばか りを見ていた とい うのには、理由があると言いたかっただけ
であ ります。
論議や論争や宗論に関 しては、あま り面白くない と申しま したのは、一番初
めに読んだときに、おもしろいの とつまらないのとがあった とい う私の最初の
印象であって、例えば崇伝の書はただの禁書で非常につまらないのであります
けれ ども、細か く分析すると、歴史的事象が見え、非常に興味深いことを言っ
ています。崇伝 の批判の一番初めに来るのは、キ リシタンが 日本の神々を無視
していることだ と指摘 しています。そ して、禅 の僧である崇伝で も、一番初め
に問題 にしているのは神々であ り、神 国であ ります。その論法はやは り細か く
分析すべきで しょう。
林羅山の場合 には、論争相手、フカンファビアンに対 し、 どうしてもキ リス
ト教の神の上に儒教の理を置かなければな りませんで した。それで彼 は無理に
朱子学の理を絶対者にせ ざるを得なくり、無極の極 と同一す るよ うになり、 日
本の朱子学の性格が大きく変わるよ うにな ります。
正三 と雪窗の書いたものが、初めにつまらなく思ったのが、前 の宗論の繰 り
返 しばか りを書 くので、70%ぐ らいは前に書いたものの丸写しですが、ただし
興味深いのが、繰 り返 しではない ところ、あるいはっけ加 えた ところにあ りま
す。正三の場合には、やは り念仏のところは政治的な配慮が入っていますが、
雪窗の場合には、大陸の黄檗宗の影響があ りましたので、半分政治的な配慮 も
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図3Trlceps-Brlare-Amlda
(全 図0θ ψρκ5A68)ア 翩cκs,1652よ り)
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